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はじめに 

 分析化学の目的は、検体中に「何が」「どれだけ」あるかを調べることにある。前者が定性分析であ

り、後者が定量分析である。薬学で扱う検体は主に、薬剤（錠剤、注射液等）、⾎液や尿などの体液、⾷

品、環境試料（⽔、⼤気等）である。また、量的には錠剤中の主成分のように多量にあるものから、環境



試料中のダイオキシンのような超微量成分まで極めて幅が広い。このように薬学における分析化学の特徴

は、質的にも量的にも極めて幅の広いことにある。 

 

分析化学の学習には計算⼒が不可⽋である。講義・実習には常に電卓を持参すること︕ 

 

分析化学は薬学のみならず、全ての学問の基礎である︕ 

＊科学は物質的基礎に基づくべき 

＊⽣命現象、精神活動、病気等全てに物質的（物理・化学的）基礎がある 

  “原因不明の現象（病気等）の解明のために分析化学の発達” 

  “分析法の発達により新たな現象（病気等）の発⾒・予測” 

 


